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規
制
改
革
会
議 

第
４
次
答
申

移
動
理
美
容
車
の
あ
り
方
見
直
し
へ

内
閣
総
理
大
臣
の
諮
問
機

関
で
あ
る
「
規
制
改
革
会

議
」
か
ら
５
月
19
日
、「
規

制
改
革
に
関
す
る
〝
第
４
次

答
申
」
が
総
理
大
臣
に
提
出

さ
れ
、
６
月
２
日
付
け
で
規

制
改
革
実
施
計
画
が
閣
議
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
計
画
の
中
で
美
容
業

に
係
る
規
制
の
見
直
し
事
項

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
の

は
、
移
動
美
容
車
の
在
り
方

で
す
。
実
施
計
画
に
よ
れ

ば
「
超
高
齢
社
会
を
迎
え
た

我
が
国
に
お
け
る
消
費
者
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
、

適
切
な
衛
生
水
準
の
確
保
を

図
る
観
点
か
ら
、
理
美
容
業

に
お
け
る
移
動
理
美
容
車
の

位
置
づ
け
を
公
表
す
る
。
ま

た
、
移
動
理
美
容
車
の
取
扱

い
が
地
方
自
治
体
に
よ
り
異

な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
現
状

の
調
査
を
行
い
、
地
方
自
治

体
の
定
め
て
い
る
基
準
に
衛

生
上
必
要
な
措
置
と
し
て
合

理
性
が
あ
る
か
を
検
証
の
上
、

移
動
理
美
容
車
の
基
準
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
結
論

を
得
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
調
査
・
検
討
の
段

階
で
す
が
、
実
施
計
画
で
は

対
象
と
な
っ
た
規
制
や
制
度

に
つ
い
て
期
限
を
定
め
て
着

実
に
実
現
を
図
っ
て
い
く
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
い
ず
れ

具
体
的
な
結
論
が
出
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

規
制
改
革
は
内
閣
の
重
要

課
題
の
一
つ
。
今
後
も
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
規
制
が
緩
和
さ

れ
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な

い
で
し
ょ
う
。
美
容
業
も
そ

の
影
響
を
受
け
始
め
て
お
り
、

業
権
に
守
ら
れ
て
安
穏
と
し

て
い
ら
れ
る
時
代
で
は
な
く

な
っ
て
き
た
こ
と
を
認
識
す

る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

日
本
理
美
容
教
育
セ
ン
タ
ー

熊
本
養
成
施
設
へ
支
援

滝
川
㈱
も
多
数
の
理
美
容
用
具
提
供

公
益
社
団
法
人 

日
本
理

容
美
容
教
育
セ
ン
タ
ー
（
鈴

木
正
壽
理
事
長
）
は
、
今
年

４
月
に
発
生
し
た
熊
本
県
熊

本
地
方
の
地
震
に
係
る
災
害

救
助
法
適
用
地
域
の
理
美
容

師
養
成
施
設
５
校
（
学
校
法

人
九
州
美
容
専
門
学
校
、
熊

本
高
等
理
容
学
校
、
熊
本
ベ

ル
エ
ベ
ル
美
容
専
門
学
校
、

専
修
学
校
モ
ア
・
ヘ
ア
メ
イ

ク
カ
レ
ッ
ジ
、
八
代
実
業
専

門
学
校
）
の
施
設
並
び
に
生

徒
に
対
し
て
支
援
す
る
こ
と

を
決
定
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、

各
校
へ
見
舞
金
１
０
０
万
円

の
ほ
か
、
実
技
用
具
や
ウ
ィ

ッ
グ
、
教
科
書
・
教
材
、
通

信
教
育
に
対
し
て
の
特
例
処

置
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

な
お
、
そ
の
際
に
同
セ
ン

タ
ー
は
滝
川
株
式
会
社
の
協

力
を
得
て
、
理
容
用
具
20

種
、
美
容
用
具
22
種
の
合
計

８
４
８
点
を
支
援
し
ま
し
た
。

熊
本
地
震
の
被
災
組
合
員
へ

義
援
金
送
る

今
年
４
月
の
熊
本
県
を
震

源
と
す
る
大
き
な
地
震
で
は
、
現
地
の
美
容
組
合
員
も
多
数

被
災
し
、
現
在
も
困
難
な
生

活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。当

組
合
は
各
支
部
を
経
由

し
て
義
援
金
の
協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

度
次
の
金
額
を
被
災
地
の
組

合
へ
送
金
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

と
２
万
円
台
を
合
わ
せ
て
、

人
数
比
で
約
半
数
を
占
め
る

な
ど
、
売
り
上
げ
の
構
成
要

素
で
あ
る
、
来
店
頻
度
、
客

単
価
の
い
ず
れ
も
サ
ロ
ン
経

営
に
と
っ
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
厳
し
い
経
営
環

境
を
改
善
す
る
ひ
と
つ
の
ヒ

ン
ト
が
「
自
分
の
髪
の
こ
と

で
気
に
し
て
い
る
こ
と
」
を

尋
ね
て
い
る
調
査
結
果
に
あ

り
ま
す
。

10
〜
30
代
で
は
、「
く
せ

毛
」「
髪
が
傷
ん
で
い
る
」

が
上
位
に
な
っ
て
お
り
、

40
代
以
降
の
世
代
で
は
、

「
白
髪
が
あ
る
」
が
ト
ッ
プ
、

「
く
せ
毛
」
も
上
位
に
ラ
ン

ク
イ
ン
し
て
い
ま
す
。

６
や
７
か
ら
客
単
価
が
高

い
お
客
さ
ま
は
、
髪
に
関
す

る
ア
ド
バ
イ
ス
や
ヘ
ア
ス
タ

イ
ル
提
案
を
望
む
傾
向
に
あ

り
ま
す
。
こ
う
し
た
お
客
さ

ま
が
気
に
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
対
し
、
的
確
な
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
な
ど
を
通
じ
て
、
さ

ら
な
る
メ
ニ
ュ
ー
の
提
案
や

ア
ド
バ
イ
ス
を
客
単
価
の
ア

ッ
プ
に
つ
な
げ
て
い
く
経
営

戦
略
も
ひ
と
つ
の
方
向
性
と

し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

２
、
サ
ロ
ン
で
使
う
お
金
に
つ
い
て

サ
ン
プ
ル
人
数
か
ら
み
た

構
成
比
、
使
用
総
金
額
か
ら

み
た
構
成
比
で
す
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
サ
ロ
ン
で
一
年
間

に
使
う
お
金
は
、「
２
万
円

未
満
」
が
36
・
３
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
使
用

総
金
額
の
構
成
比
で
見
る
と

「
６
〜
９
万
円
台
」「
10
万
円

以
上
」
が
そ
れ
ぞ
れ
約
20
％

を
占
め
て
お
り
、
人
数
ベ
ー

ス
で
は
最
も
多
い
「
２
万
円

未
満
」
は
金
額
ベ
ー
ス
で

８
・
５
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

３
、
サ
ロ
ン
年
間
使
用
金
額
×
年
代

Ｑ　

あ
な
た
の
年
齢
を
入
力

し
て
く
だ
さ
い
。（
実
数
回

答
）サ

ロ
ン
年
間
使
用
金
額
と

年
代
に
つ
い
て
見
て
み
る
と

「
10
万
円
以
上
」
で
は
、
50

代
、
60
代
の
比
率
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

４
、
サ
ロ
ン
年
間
使
用
金
額
×
職
業

Ｑ　

あ
な
た
の
職
業
は
次
の

中
の
ど
れ
に
あ
て
は
ま
り
ま

す
か
。（
単
数
回
答
）

サ
ロ
ン
年
間
使
用
金
額
と

職
業
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
６
万
円
以
上
の
層
で
は
、

「
勤
め
人
（
フ
ル
タ
イ
ム
勤

務
）」
の
比
率
が
高
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

５
、
サ
ロ
ン
年
間
使
用
金
額
×
直
近
利
用
サ
ロ
ン
で
の
利
用
メ
ニ
ュ
ー

Ｑ　

あ
な
た
が
最
も
最
近
利

用
し
た
お
店
で
利
用
し
た
メ

ニ
ュ
ー
は
何
で
し
ょ
う
か
。

（
複
数
回
答
）

２
万
円
を
境
に
利
用
率
に

差
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、

年
間
利
用
金
額
が
高
い
ほ
ど
、

各
施
術
の
利
用
が
高
く
な
る

傾
向
が
見
ら
れ
、
特
に
「
ヘ

ア
カ
ラ
ー
」
で
は
、
そ
の
傾

向
が
顕
著
で
す
。

　

６
、
サ
ロ
ン
年
間
使
用
金
額
×
美
容
師
か
ら
の
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
変
更
提
案
希
望

　

１
、
最
近
１
年
間
の
平
均
利
用
回
数

Ｑ　

あ
な
た
は
、
最
近
１
年

間
に
何
回
美
容
室
を
利
用
し

ま
し
た
か
。（
実
数
回
答
）

最
近
１
年
間
の
平
均
利
用

回
数
は
昨
年
の
調
査
と
同

様
、
５
・
６
回
と
い
う
結
果

に
な
り
ま
し
た
。
年
代
別
で

は
60
代
の
６
・
９
回
が
ト
ッ

プ
、
次
い
で
50
代
の
６
・
０

回
、
40
代
の
５
・
３
回
と
な

っ
て
お
り
、
昨
年
の
調
査
と

比
較
し
て
み
て
も
大
き
な
変

化
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

10
年
前
の
２
０
０
５
年
と
比

較
し
て
み
る
と
、
ど
の
年
代

も
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま

す
が
、
特
に
50
代
以
上
の
世

代
で
は
平
均
１
回
以
上
と
大

き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

Ｑ　

あ
な
た
は
今
後
、「
美

容
師
か
ら
の
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル

･

ヘ
ア
デ
ザ
イ
ン
変
更
の

提
案
」
を
ど
の
程
度
し
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
か
。（
単

数
回
答
）

利
用
金
額
別
に
美
容
師
か

ら
の
変
更
提
案
希
望
に
つ
い

て
見
て
み
る
と
、
金
額
が
高

い
ほ
ど
、「
提
案
し
て
欲
し

い
」
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

７
、
サ
ロ
ン
年
間
使
用
金
額
×
美
容
師
か
ら
の
髪
や
頭
皮
に
つ
い
て
の
提
案
・
ア
ド
バ
イ
ス
意
向

Ｑ　

あ
な
た
は
今
後
、「
髪

や
頭
皮
の
状
態
に
つ
い
て
の

話
や
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
提

案
や
ア
ド
バ
イ
ス
」
を
ど
の

程
度
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
か
。（
単
数
回
答
）

２
万
円
未
満
の
層
で
も
約

半
数
が
「
し
て
欲
し
い
」
と

回
答
し
て
お
り
、
利
用
金
額

が
高
く
な
る
ほ
ど
、「
し
て

欲
し
い
計
」
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

１
か
ら
、
来
店
頻
度
は
、

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
中
で
、
２
か
ら
サ
ロ
ン
で
１
年
間
に

使
う
お
金
は
、
２
万
円
未
満

2015年版サロンユーザー調査

　サロンを利用する一般消費者のニーズや動向が読める資
料となっている「サロンユーザー調査」の2015年版が、全
国理美容製造者協会（ＮＢＢＡ/吉川秀隆会長）より発表さ
れ、その内容が全美連機関誌「ＺＥＮＢＩ」誌上に掲載され
ました。誌面では、サロンの利用状況やサロンで使うお金
についてデータから読み解いています。本号では紙面の都
合上、図表等を除き解説部分を抜粋してご紹介します。

サロン利用回数

最近１年間 平均５.６回

熊本地震 組合員被害状況（全美連発表）

店舗被害 自宅被害

全壊 半壊 一部
損壊 全壊 半壊 一部

損壊

熊本県 16 19 300 12 28 多数

大分県 0 １ 25 調査なし

支
援
物
資
の
目
録
を
渡
す
滝
川
会

長
・
滝
川
晃
一
氏（
右
）と
教
育
セ
ン

タ
ー
理
事
長
・
鈴
木
正
壽
氏（
左
）

☆
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
☆

　

永
年
の
生
活
衛
生
功
労
に
よ
り
、
次
の
方
が
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

東
京
都
生
活
衛
生
同
業
組
連
合
会
会
長
表
彰

　
　
　
　
　
　
　

理
事　
　

小
原　

京
二　

殿

義
援
金

合

計　

２
、４
７
７
、２
３
８
円

（
一
部
は
全
美
連
を
通
じ
て
送
金
）

こ
の
度
の
義
援
金
に
つ
い

て
は
、
組
合
員
の
皆
様
の
相

互
扶
助
の
お
心
と
連
帯
感
の

現
れ
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
ご
協
力
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
全
美
連
で
は
各
県

の
美
容
組
合
か
ら
義
援
金
を

募
り
、
そ
の
総
額
は
２
７
、

０
９
１
、１
４
１
円
で
し
た
。
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会
館
七
階

 
 

〇
三
―
三
三
七
九
―
二
〇
六
四

 

〇
三
―
三
三
七
〇
―
八
九
一
七

http : //w
w
w
. biyo. or. jp

学
校
法
人
国
際
共
立
学
園

国
際
理
容
美
容
専
門
学
校

 

理
事
長

校　
　

長 

和

田

美

義

〒
116-

0014　

東
京
都
荒
川
区
東
日
暮
里
五
―
一
七
―
一
二

 

〇
三
―
三
八
〇
三
―
六
六
九
六

学
校
法
人　

窪
田
学
園

窪
田
理
容
美
容
専
門
学
校

 

理 

事 

長 

窪

田

多

美

子

 

校　
　

長 

池　

宮　

慧　

泉

〒
164-

8585　

東
京
都
中
野
区
中
野
四－

十
一－

一

 

〇
三－

三
三
八
六－

六
七
八
九

 

〇
三－

三
三
八
六－

一
七
二
三

学
校
法
人　

佐
々
木
学
園

東
京
総
合
美
容
専
門
学
校

 

理　

事　

長 

佐

々

木

啓

之

 

学　

校　

長 

西　

口　

啓　

子

〒
171-

0022　

東
京
都
豊
島
区
南
池
袋
二
―
八
―
七

 

〇
三
―
三
九
八
七
―
二
〇
一
一

学
校
法
人　

国
際
文
化
学
園　

厚
生
労
働
大
臣
指
定

国
際
文
化
理
容
美
容
専
門
学
校  

渋
谷
校
／
国
分
寺
校

 

理
事
長 

平　

野　
　
　

徹

 

校　

長 

荘　

司　

礼　

子

〒
150-

0045　

東
京
都
渋
谷
区
神
泉
町
五
―
三（
法
人
本
部
事
務
局
）

〇
三
―
三
四
六
二
―
一
四
四
七　

〇
三
―
三
七
七
〇
―
八
七
四
五

住
田
美
容
専
門
学
校

 

理 

事 

長

 

校　
　

長 

住　

田　

知　

之

〒
150-

0002　

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
一
―
二
一
―
一
〇

 

〇
三
―
三
四
〇
九
―
六
七
五
二

学
校
法
人　

メ
イ
・
ウ
シ
ヤ
マ
学
園

ハ
リ
ウ
ッ
ド
大
学
院
大
学

 

学
長
・
理
事
長 

山　

中　

祥　

弘

ハ
リ
ウ
ッ
ド
ビ
ュ
ー
テ
ィ
専
門
学
校

 

校
長
・
副
理
事
長 

ジ
ェ
ニ
ー
牛
山

〒
106-

8541　

東
京
都
港
区
六
本
木
六
―
四
―
一

六
本
木
ヒ
ル
ズ
ハ
リ
ウ
ッ
ド
プ
ラ
ザ

 

〇
三
―
三
四
〇
八
―
五
〇
二
〇

学
校
法
人　

マ
ノ
学
園

真
野
美
容
専
門
学
校

 

校　
　

長 

真　

野　

英　

子

〒
160-

0021　

東
京
都
新
宿
区
歌
舞
伎
町
二
―
四
二
―
五

 

〇
三
―
三
二
〇
九
―
三
八
一
一

関
係
２
団
体
が
総
会
開
く

東
京
美
容
家
集
団

役
員
改
選
で
福
島
会
長 

続
投

東
京
美
容
家
集
団
（
Ｔ
Ｂ

Ａ
）
の
第
31
回
定
時
総
会
が
、

６
月
16
日
（
木
）
午
後
６
時

か
ら
美
容
会
館
２
階
研
修
室

で
開
か
れ
ま
し
た
。

福
島
会
長
、
金
内
Ｂ
Ａ
東

京
理
事
長
の
挨
拶
の
あ
と
議

事
に
。
27
年
度
の
事
業
報
告

や
収
支
決
算
、
そ
し
て
新
年

度
の
事
業
計
画
、
同
収
支
予

算
な
ど
を
審
議
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
役
員
の

任
期
満
了
に
伴
う
改
選
が
行

わ
れ
、
会
長
は
福
島
吉
範
氏

が
再
選
、
他
の
役
員
等
も
別

記
の
と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
当
日
は
同
会
場

で
Ｔ
Ｍ
東
京
講
師
会
全
体
会

議
が
開
か
れ
、
27
年
度
の
事

業
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
（
敬
称
略
）

会
長　

福
島
吉
範
、
常
任
相

談
役　

金
内
光
信
、
相
談
役

中
村
章
・
菅
谷
茂
樹
・
東
京

認
定
美
容
師
会
よ
り
２
名

運
営
委
員
　
新
井
米
子
・
渋

谷
き
く
子
・
渡
邊
雅
美
・
福

元
和
見
・
田
中
保
範
・
鈴
木

由
喜
枝
・
由
井
紀
惠
子
・
森

本
公
子
・
根
本
健
一
・
赤
石

弘
和
・
森
居
美
和
・
栗
田
英

樹
・
前
東
道
雄
・
尾
勢
京
子
・

安
田
光
宏
・
勝
野
新
吾
・
篠

本
充
代
、
監
事　

ヒ
ロ
コ
勝

沼
・
枝
折
繁
・
小
髙
正
樹

　

な
お
、
副
会
長
、
常
任
運

営
委
員
の
役
職
者
に
つ
い
て

は
、
会
長
に
一
任
さ
れ
ま
し

た
。
又
、
Ｂ
Ａ
東
京
よ
り
出

向
役
員
３
名
あ
り
。

東
京
認
定
美
容
師
会

役
員
　
　

任
期
満
了 

鈴
木
会
長
が
留
任

東
京
認
定
美
容
師
会
は
、

６
月
24
日（
金
）午
後
６
時
よ

り
組
合
２
階
研
修
室
で
第
23

回
定
時
総
会
を
開
き
、
27
年

度
の
事
業
、決
算
報
告
、
新

年
度
の
事
業
、
予
算
な
ど
を

決
め
、
任
期
満
了
に
伴
う
役

員
の
改
選
を
行
い
終
了
し
ま

し
た
。
役
員
改
選
の
結
果
は
、

鈴
木
則
子
会
長
が
留
任
し
、

次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

新
役
員
（
敬
称
略
）

会
長　

鈴
木
則
子
、
副
会
長 

風
戸
ミ
ツ
子
・
金
田
恵
美
子
、

常
任
相
談
役　

金
内
光
信
、

相
談
役　

福
島
吉
功
・
中
村

章
・
菅
谷
茂
樹
、
事
務
総
長

村
橋
哲
矢
、
総
務
部
長　

田

中
保
範
、
企
画
運
営
部
長　

大
田
文
雄
、
事
業
部
長
　
森

本
善
三
、　

技
術
部
長
　
井

上
茂
子
、
同
副
部
長
　
大
澤

房
子
、
渉
外
部
長
　
目
黒
光

子
、
監
事　

由
井
紀
惠
子
・

栗
田
英
樹

誰でも自由に
参加できるサロン繁栄 勉強会
日　時　 平成28年７月29日（金）
　　　　19：00～21：00
会　場　美容会館２階研修室
　　　　渋谷区代々木1-56-4
テーマ　 「サロン繁栄の為に、
　　　　あなたは何を求めますか？」

これから美容業が取り組むべき課題や
美容組合を通じて実施したい事業など
について、プレゼン＆ディスカッショ
ンしませんか？
※ プレゼン希望の方はその要旨を事前に
　ご連絡ください。

会　費　認定会会員 無料
　　　　組合員及びそのスタッフ 無料
　　　　非組合員 1,000円
申　込　 本紙同封チラシにある申込書に記入

しFAXにてお申込みください。
主　催　東京認定美容師会

（TEL 03-3370-4744）

６月
１日 コンテスト技術講習会（ヘア）
２日 ＴＢＡ月例会
６日 広報会議
７日 コンテスト技術講習会（着付）
８日 コンテスト技術講習会（ヘア）
10日 ガラ・ド実行委員会
14日 コンテスト技術講習会（着付）
15日 常任理事会
16日 ＴＢＡ総会
22日 東京・関東ブロック総会
24日 東京認定美容師会総会
28日 第58回ガラ・ド・ラ・コワフュール
30日 サロン繁栄勉強会

７月
１日 理事会・支部長会
12日 全国大会出場選手選考会
21日 経営・組織部会
26日 ＴＢＡ月例会
27日 教育部会

ガラ・ド実行委員会
28日 総務部会

新年会実行委員会
29日 サロン繁栄勉強会

組合日誌

総事故件数　48件　　総支払保険金額　1,612,045円　　（平成27年度）
対人事故 14件 支払保険金額 667,170円 対物事故 34件 支払保険金額 944,875円

内訳
１、薬液によるカブレ・炎症　　8件
２、耳の切傷　　　　　　　　　4件
３、転倒による骨折　　　　　　1件
４、薬液が目に入り炎症　　　　1件

内訳
１、薬液による衣服の汚損　　21件
２、受託物の紛失　　　　　　 5件
３、携行品の破損　　　　　　 4件
４、その他衣服の汚損　　　　 4件

組
合
員
全
員
が
加
入
し
て

い
る
美
賠
償
は
、
不
測
の
事

故
に
対
応
し
組
合
員
さ
ん
に

安
心
を
与
え
て
い
ま
す
が
、

事
故
を
起
こ
さ
な
い
に
越
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最

近
で
は
消
費
者
の
損
害
賠
償

意
識
の
高
ま
り
か
ら
、
賠
償

額
が
年
々
高
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
事
故
を
起

こ
せ
ば
賠
償
金
の
問
題
だ

け
で
な
く
、
長
年
築
い
て
き

た
お
店
の
信
用
も
吹
っ
飛
び
、

大
切
な
お
客
様
を
失
う
こ
と

に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

多
く
の
事
故
例
は
、
も
う

少
し
気
を
つ
け
て
い
れ
ば
防

げ
た
可
能
性
も
あ
り
、
改
め

て
従
業
員
教
育
等
で
徹
底
し
、

事
故
防
止
に
心
が
け
ま
し
ょ

う
。当

組
合
が
美
賠
償
で
処
理

し
た
27
年
度
（
平
成
27
年
４

月
〜
同
28
年
３
月
）
の
事
故

状
況
は
、
別
表
の
通
り
で
す
。

美容室での事故

永年築いてきた
お店の信用にキズが
つき、お客様の信頼を
失います。

撲 滅！
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株
式
会
社　

ア
リ
ミ
ノ

 
代
表
取
締
役
社
長 

田　

尾　

大　

介

〒
161-
0033　

東
京
都
新
宿
区
下
落
合
一
―
五
―
二
二

 

〇
三
―
三
三
六
三
―
八
二
一
一

滝
川
株
式
会
社

 

代
表
取
締
役
社
長 

滝　

川　

睦　

子

〒
111-

8511　

東
京
都
台
東
区
元
浅
草
三
―
二
―
一

 

〇
三
―
三
八
四
五
―
二
一
一
一
㈹

タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
株
式
会
社

 

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長 

吉　

川　

秀　

隆

〒
107-

0052　

東
京
都
港
区
赤
坂
七
―
一
―
一
九

 

〇
三
―
三
四
〇
三
―
二
四
二
七

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

学
校
法
人　

小
倉
学
園

早
稲
田
美
容
専
門
学
校

 

校　
　

長 

小

倉

規

布

佳

〒
169-

0051　

東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
二
―
二
〇
―
七

 
 

〇
三
―
五
二
九
一
―
七
七
三
一

 

〇
三
―
五
二
九
一
―
七
七
三
五

学
校
法
人　

榎
本
学
園

町
田
美
容
専
門
学
校

 

校　
　

長 

結

城

達

生

〒
194-

0021　

東
京
都
町
田
市
中
町
二
―
一
〇
―
二
四

 

〇
四
二
―
七
二
四
―
三
二
三
四

学
校
法
人　

た
か
の
友
梨
学
園

厚
生
労
働
大
臣
指
定　

た
か
の
友
梨
美
容
専
門
学
校

 

理　

事　

長 

た

か

の

友

梨

〒
150-

0001　

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
三
―
一
八
―
四

 
 

〇
三
―
三
四
〇
一
―
一
〇
一
一

 

〇
三
―
三
四
〇
一
―
〇
二
四
四

株
式
会
社　

フ
ジ
シ
ン

 

代
表
取
締
役
社
長 

遠　

藤　

一　

徳

本
社　

〒
162-

0065　

東
京
都
新
宿
区
住
吉
町
八
―
一
二

 

〇
三
―
三
三
五
七
―
四
一
四
一

コ
ス
ム
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
株
式
会
社

 

代
表
取
締
役 

山

崎

登

美

子

〒
150-

0002　

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
二
―
三
―
八

 

〇
三
―
六
四
一
八
―
五
七
七
〇

 

〇
三
―
六
四
一
八
―
五
七
七
一

株
式
会
社　

き
く
や
美
粧
堂

 

代
表
取
締
役
会
長 

増

保

憲

一

 

代
表
取
締
役
社
長 

増

保

利

行

〒
150-

0021　

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
西
一
―
一
三
―
七

 

〇
三
―
三
四
九
六
―
六
七
五
五

フ
ェ
ザ
ー
安
全
剃
刀
株
式
会
社

 

代
表
取
締
役
社
長 

藤　

田　

直　

人

〒
531-

0075　

大
阪
市
北
区
大
淀
南
三
―
三
―
七
〇

 

〇
六
―
六
四
五
八
―
一
六
三
一

株
式
会
社　

ヤ
マ
ノ

 

代
表
取
締
役
会
長 

山　

野　

彰　

英

 

取
締
役
社
長 

山

野

礼

央

〒
151-

0053　

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
一－

一
三－

八

ヤ
マ
ノ
代
々
木
ビ
ル
六
Ｆ

 

〇
三－

三
三
七
〇－

〇
二
二
一

資
生
堂
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社

 

代
表
取
締
役
社
長 

兵　

沢　

清　

美

〒
105-

0021　

東
京
都
港
区
東
新
橋
一
―
一
―
一
六
―
７
Ｆ

 

〇
三
―
六
二
一
八
―
七
九
七
七

日
本
ロ
レ
ア
ル
株
式
会
社

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル　

プ
ロ
ダ
ク
ツ
事
業
本
部

　

副

社

長

　

事
業
本
部
長 

ジ
ャ
ン-

マ
ル
ク 

カ
ズ
ナ
ー
ブ

〒
163-

1071　

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
三
―
七
―
一

新
宿
パ
ー
ク
タ
ワ
ー

 

〇
三
―
六
九
一
一
―
八
一
〇
〇

 

〇
三
―
六
九
一
一
―
八
三
六
九

Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
無
許
可
利
用
で

美
容
室
な
ど
一
斉
に
法
的
措
置

日
本
音
楽
著
作
権
協
会

（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｒ
Ａ
Ｃ
）
は
先
頃
、

Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
利
用
し
て
い
な
が

ら
音
楽
著
作
権
の
手
続
き
が

済
ん
で
な
い
全
国
の
１
８
７

事
業
所
、
２
１
２
店
舗
に
対

し
、
民
事
調
停
を
全
国
の
簡

易
裁
判
所
に
申
し
立
て
ま
し

た
。同

協
会
に
よ
れ
ば
、
無
許

諾
で
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
利
用
す
る
店

舗
に
対
す
る
全
国
一
斉
の
法

的
措
置
は
、
昨
年
に
続
い
て

２
度
目
。
今
回
の
申
し
立
て

に
お
い
て
は
、
全
件
数
の
う

ち
、
１
３
２
事
業
者
１
５
１

施
設
が
美
容
室
と
の
こ
と
。

こ
こ
数
年
、
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
音

源
が
多
様
化
（
市
販
の
Ｃ
Ｄ
、

携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
、
パ

ソ
コ
ン
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ラ
ジ
オ
等
）
し
て
き
て
い
る
。

こ
う
し
た
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
利
用
す
る
施
設

ご
と
に
個
別
に
著
作
権
の
手

続
き
を
行
う
必
要
が
あ
る
の

に
、
い
ま
だ
に
手
続
き
が
行

わ
れ
て
い
な
い
施
設
が
多
く

存
在
し
て
い
る
。
Ｂ
Ｇ
Ｍ
の

著
作
権
に
つ
い
て
は
、
管
理

開
始
以
降
、
継
続
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
繰
り
返
し

の
催
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

手
続
き
に
応
じ
な
い
施
設
に

対
し
民
事
調
停
の
申
し
立
て

を
行
っ
た
、
と
い
う
。

そ
し
て
同
協
会
で
は
、
今

年
度
６
月
と
７
月
を
「
Ｂ
Ｇ

Ｍ
手
続
き
推
進
月
間
」
と
定

め
、
日
本
Ｂ
Ｇ
Ｍ
協
会
及
び

全
国
有
線
音
楽
放
送
協
会
と

共
同
で
、
お
店
な
ど
の
施
設

が
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
適
法
に
利
用
す

る
た
め
の
活
動
を
推
進
し
て

い
く
と
表
明
。
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
利

用
し
て
い
て
未
手
続
の
お
店

は
早
め
に
手
続
き
し
ま
し
ょ

う
。

全
美
連
の
休
業
補
償
共
済

制
度
は
、
病
気
や
ケ
ガ
で
美

容
の
仕
事
が
出
来
な
く
な
っ

た
と
き
、
そ
の
所
得
を
補
償

す
る
も
の
で
す
。
入
院
中
に

限
ら
ず
、
医
師
の
指
示
に
よ

る
自
宅
療
養
期
間
も
給
付
対

象
で
す
。
従
業
員
の
方
に
も

お
す
す
め
で
す
。

加
入
資
格

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

す
方
が
加
入
で
き
ま
す
。

① 

組
合
員
ま
た
は
そ
の
役

員
・
従
業
員
で
、
健
康

で
美
容
業
に
正
常
に
従

事
し
て
い
る
方

② 

美
容
業
に
よ
る
所
得
の
あ

る
方

③ 

加
入
日
（
10
月
１
日
）
現

在
、
満
15
歳
以
上
満
79

歳
以
下
の
方
（
70
歳
以

上
は
継
続
加
入
の
み
）

契
約
期
間

平
成
28
年
10
月
１
日
午
後

４
時
か
ら
翌
年
10
月
１
日
午

後
４
時
ま
で
の
１
年
間
と
な

り
ま
す
。

掛
金
・
補
償
額
（
１
口
あ
た
り
）

掛
金（
年
払
）６
０
０
０
円

所
得
補
償
額
は
年
齢
に
よ

り
異
な
り
ま
す
。
別
表
の
掛

金
―
補
償
額
表
を
ご
覧
下
さ

い
。申込

締
め
切
り

９
月
16
日
（
金
）

お
申
込
・
問
い
合
わ
せ

組
合
本
部
へ

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
３-

３
３
７
０-

２
１
３
１

全
美
連
・
休
業
補
償
共
済
制
度

あ
な
た
の
所
得
を
補
償

■一口あたりの補償額（月額）と年払掛金

年齢区分 補償額（月額） 一口あたり年払掛金
（10月１日加入）

15～19歳 106,000円

組合の申込締切日
９月16日

一律6,000円

ひと月あたりの負担
額は500円です。　

　　　　

20～24歳 72,000円
25～29歳 65,000円
30～34歳 53,000円
35～39歳 43,000円
40～44歳 34,000円
45～49歳 29,000円
50～54歳 25,000円
55～59歳 24,000円
60～64歳 23,000円
65～69歳 19,000円

70～74歳 15,000円
継続加入のみ

75～79歳 11,000円

仕
事
が
出
来

な
く
な
っ
た
時

全
美
連
が
毎
年
実
施
し
て

い
る
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
応

募
要
領
が
、
こ
の
ほ
ど
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
応
募
資
格
は

組
合
員
ま
た
は
そ
の
従
業
員

で
す
。
こ
の
機
会
に
あ
な
た

が
日
頃
、
感
じ
て
い
る
こ
と

を
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

最
優
秀
賞
に
は
厚
労
大
臣

賞
と
10
万
円
が
贈
ら
れ
ま
す
。

募
集
要
領

募
集
テ
ー
マ

● 『
私
の
望
む
こ
れ
か
ら
の

美
容
業
界
』

●『
美
容
の
力
』

入
賞
者
・
賞
金

○ 

最
優
秀
賞　

１
名
、
厚

生
労
働
大
臣
賞
・
賞
金

10
万
円

○ 

優
秀
賞　

２
名
、
賞
金

５
万
円

○ 

入
選　

若
干
名
、
賞
金

２
万
円
（
商
品
券
）

※
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
の
方

は
、
全
国
大
会
へ
ご
招
待

（
旅
費･

宿
泊
費
実
費
支
給
）

審
査
員
及
び
審
査

学
識
経
験
者
等
に
よ
り
厳

正
な
審
査
を
行
い
ま
す
。

原
稿
枚
数

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙

４
枚
よ
り
７
枚
ま
で
（
パ
ソ

コ
ン
・
ワ
ー
プ
ロ
原
稿
可
）

※
パ
ソ
コ
ン
・
ワ
ー
プ
ロ
の

場
合
は
１
６
０
０
字
よ
り

２
８
０
０
字
ま
で
で
す
。
書

式
設
定
は
問
い
ま
せ
ん
。

応
募
資
格

組
合
員
ま
た
は
そ
の
従
業

員
（
美
容
師
に
限
る
・
年
齢

不
問
）

※
１
人
で
も
多
く
の
方
に
ご

応
募
い
た
だ
き
た
い
た
め
、

昨
年
度
の
最
優
秀
賞
、
優
秀

賞
の
方
の
ご
応
募
は
ご
遠
慮

下
さ
い
。

提
出
作
文
の
著
作
権

全
日
本
美
容
業
生
活
衛
生

同
業
組
合
連
合
会
に
帰
属
し
、

他
に
転
載
等
す
る
こ
と
を
禁

じ
ま
す
。

※
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
作
品

は
「
Ｚ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ｉ
」
誌
上
で

発
表
し
ま
す
。

応
募
先

〒
１
５
１-

０
０
５
３

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木

１-

56-

４
美
容
会
館
７
階

全
美
連
・
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

係
り
へ
直
送
。

作
文
に
は
「
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

美
容
室
名
、
組
合
員
・
従
業

員
の
別
」
を
明
記
し
て
く
だ

さ
い
。

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人

情
報
は
、
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

の
結
果
通
知
に
使
用
し
、
作

品
提
出
者
の
同
意
を
頂
か
ず

に
第
三
者
に
対
し
て
提
供
は

い
た
し
ま
せ
ん
。
な
お
、
作

文
は
返
却
い
た
し
ま
せ
ん
。

応
募
締
切
日

 

平
成
28
年
月
８
月
12
日

（
金
）
消
印
有
効
。

全美連・第18回作文コンテスト

最優秀作品に10万円と厚労大臣賞

作 品 募 集
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き
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ク
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は
と
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代
表
取
締
役	

羽

鳥　
　

勉

〒
948-
0031　

新
潟
県
十
日
町
市
山
本
町
八
〇
七
―
九

	

〇
二
五
―
七
五
七
―
八
九
〇
六

	

〇
二
五
―
七
五
二
―
五
二
一
六

株
式
会
社　

ミ
ル
ボ
ン

	

代
表
取
締
役
社
長	

佐　

藤　

龍　

二

〒
534-

0015　

大
阪
市
都
島
区
善
源
寺
町
二
―
三
―
三
五

	

〇
六
―
六
九
二
八
―
二
三
三
一

株
式
会
社　

サ
ン
ム
ラ
ー

	

代
表
取
締
役
社
長	

土

橋

正

樹

〒
111-

0042　

東
京
都
台
東
区
寿
一
―
一
七
―
一
一

	

〇
三
―
三
八
四
五
―
四
一
六
五

	

〇
三
―
三
八
四
五
―
四
五
九
四

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

株
式
会
社　

岡
本
商
会

	

代
表
取
締
役
社
長	

岡

本

憲

治

〒
101-

0025　
東
京
都
千
代
田
区
神
田
佐
久
間
町
三
―
三
七
―
一
八

	

〇
三
―
三
八
六
五
―
二
五
三
三

総
合
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
美
容
用
品
卸

株
式
会
社　

マ
ス
ダ
増

	

代
表
取
締
役
社
長	

増　

田　

秀　

司

〒
103-

0003　

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
横
山
町
七
―
五

	

〇
三
―
三
六
六
四
―
七
六
五
一
㈹

株
式
会
社　

ガ
モ
ウ

	

代
表
取
締
役
社
長	

美　

濃　

部　
　

徹

〒
107-

0062　

東
京
都
港
区
南
青
山
二
―
五
―
一
七　

八
階

	

〇
三
―
五
四
一
四
―
六
五
八
一

	

〇
三
―
五
四
一
四
―
六
五
九
一

http	:	//w
w
w
.	gam

o.	co.	jp

株
式
会
社　

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ビ
ー

	

代
表
取
締
役	

池

田

幸

三

〒
125-

0062　

東
京
都
葛
飾
区
青
戸
五
―
四
―
一
二

	

〇
三
―
五
六
五
〇
―
一
二
五
〇

	

〇
三
―
五
六
五
〇
―
一
二
五
一

株
式
会
社　

メ
イ
セ
イ

	

代
表
取
締
役	

杉　

村　
　
　

博

〒
334-

0056　

埼
玉
県
川
口
市
峯
九
八
五

	

〇
四
八
―
二
九
四
―
一
〇
三
一

株
式
会
社　

サ
ン
ナ
ホ
ル

	

代
表
取
締
役	

井

戸

善

範

〒
180-

0006　

東
京
都
武
蔵
野
市
中
町
一
―
六
―
五

	

〇
四
二
二
―
六
七
―
〇
〇
九
〇

株
式
会
社　

三
矢

	

代
表
取
締
役	

小

出

秀

子

〒
116-

0012　

東
京
都
荒
川
区
東
尾
久
六
―
四
三
―
一
一

	

〇
三
―
三
八
〇
〇
―
七
八
八
七

リ
ア
ル
化
学
株
式
会
社

	

代
表
取
締
役	

岩　

崎　

彰　

宏

〒
170-

0005　

東
京
都
豊
島
区
南
大
塚
三
―
三
三
―
一

	

〇
三
―
三
九
八
六
―
一
六
五
一

	

〇
三
―
三
九
八
七
―
六
五
三
九

株
式
会
社　

千
代
田
化
学

	

代
表
取
締
役	

河

村

惠

右

〒
164-

0003　

東
京
都
中
野
区
東
中
野
一
―
五
三
―
一
九

	

〇
三
―
三
三
六
八
―
七
三
七
三

株
式
会
社　

ヒ
カ
リ

	

代
表
取
締
役
社
長	

髙　

橋　

伸　

一

〒
173-

0034　

東
京
都
板
橋
区
幸
町
二
五
―
八

	

〇
三
―
三
九
七
三
―
一
六
二
六

パ
ソ
コ
ン
は
サ
ロ
ン
経
営
の
必
須
ツ
ー
ル

第
44
回
全
日
本
美
容
技
術
選
手
権
大
会

観
戦
と
別
府
・
湯
布
院
温
泉
の
旅

　

全
美
連
主
催
の
全
日
本
美

容
技
術
選
手
権
大
会
が
10
月

18
日
、
大
分
県
別
府
市
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
全
国
の
組
合

か
ら
選
抜
さ
れ
た
有
力
な
選

手
が
日
本
一
を
目
指
し
て
熱

い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

　

東
京
代
表
の
選
手
は
毎
回

大
健
闘
し
て
お
り
、
今
年
も

好
成
績
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

組
合
で
は
大
会
の
観
戦
を

兼
ね
た
恒
例
の
旅
行
を
企
画

し
ま
し
た
の
で
、
秋
の
九
州
、

別
府
・
湯
布
院
温
泉
を
是
非

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
本
紙
同
封
の
チ

ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。

期　　日　10月18日（火）～19日（水）＜１泊２日＞
旅 行 先　大分県別府・湯布院温泉など
参 加 費　60,000円（大会入場券6,000円付）
募集人数　40名
申し込み　参加費を添えて各支部へお申込み下さい。
申込締切　９月13日（火）
　　　　　※但し、定員になり次第締め切ります。

行　　程　＜１日目＞
　　　　　	８:15 羽田空発⇒９:50 大分空港⇒11:00 大会々場（別府国際コンベンション

センター）観戦・弁当⇒17:10 湯布院温泉「秀峰館」（泊）

　　　　　※オプショナルツアー 12:30～16:00 別府地獄めぐり等もあります。（別料金）

　　　　　＜２日目＞

　　　　　	８:30「秀峰館」出発⇒湯布院観光⇒10:30 九重“夢”大吊橋⇒12:10 別府観光（昼

食・お買物）⇒14:30 大神ファーム⇒大分空港⇒18:30 羽田空港

※都合により行程に変更が生ずる場合がありますのでご了承下さい。

企　　画　ＢＡ東京　総務部　　主　　催　株式会社ソニックツアーズ

参 加 者

募 集

本
部
事
務
局
夏
季
休
業
の
お
知
ら
せ

　

夏
季
休
暇
に
つ
き
、
本
部
事
務
局
業
務
を
次
の
と

お
り
休
ま
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

　

８
月
12
日
（
金
）
か
ら
17
日
（
水
）
ま
で

（
土
日
・
祝
日
は
通
常
ど
お
り
お
休
み
で
す
）

全日本美容講師会

 日　時 　９月６日（火）13時～（予定）

 会　場 　岡山県岡山市
　　　　　「岡山シンフォニーホール」

 参加費 　メンバー：2,000円
　　　　　ビジター：6,000円

 参加申込 　平成28年７月20日まで

 問合せ 　組合本部まで　03︲3370︲2131

第101回トップマスターズ（TM）モード発表会
in岡山県

免 許 申 請はお早めに！
厚 生 労 働 省

（公財）理容師美容師試験研修センター

原画：熊田ひかる（東京モード学園）

ドキッ！！無免許

国家試験
合格しても

免許証もっ
てるの？

美
容
師
免
許
を
取
得
す
る

た
め
に
は
、
国
家
試
験
合
格

後
に
免
許
申
請
を
し
て
免
許

証
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
し
か
し
、
近
年

こ
の
免
許
申
請
を
行
わ
ず
、

無
資
格
者
の
状
態
で
美
容
業

に
従
事
す
る
事
象
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

美
容
師
免
許
は
業
の
根
幹

を
な
す
も
の
で
す
の
で
、
今

一
度
、
従
事
者
全
員
の
免
許

確
認
お
よ
び
未
登
録
者
に
対

す
る
免
許
申
請
の
サ
ポ
ー
ト

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

う
っ
か
り
じ
ゃ
済
ま
さ
れ
な
い
！

免
許
申
請
で
き
て
い
ま
す
か
？

終了しました

終了しました

BA東京事務局へお電話で☎（03）3370-2131
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山
本
美
材
株
式
会
社

	
代
表
取
締
役
会
長	

山

本

正

三

郎

〒
558-

0011　

大
阪
府
大
阪
市
住
吉
区
苅
田
七
―
三
―
一
一

	

〇
六
―
六
六
〇
七
―
一
一
一
一

株
式
会
社　

テ
ィ
ア
ー
ズ

	

代
表
取
締
役	

山

谷

次

夫

〒
194-

0215　

東
京
都
町
田
市
小
山
ヶ
丘
一
―
九
―
七

	

〇
四
二
―
七
九
八
―
五
四
一
一

株
式
会
社　

セ
イ
フ
ァ
ー
ト

	

代
表
取
締
役
社
長
Ｃ
Ｅ
Ｏ	

長

谷

川

高

志

〒
150-

0002　

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
三
―
二
七
―
一
一

祐
真
ビ
ル
二
階

	

〇
三
―
五
四
六
四
―
三
六
九
〇

	

〇
三
―
五
四
六
四
―
三
六
九
一

暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す

株
式
会
社　

週
刊
美
容

	

代
表
取
締
役	

星

野　
　

寛

〒
150-

0043　

東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
二
―
一
八
―
五

	

〇
三
―
三
四
六
四
―
三
四
七
〇

	

〇
三
―
三
四
七
六
―
〇
三
六
四
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ビ
ュ
ー
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
グ
ル
ー
プ

株
式
会
社　

オ
ー
ル
ビ
ュ
ー
テ
ィ
社

	

代
表
取
締
役	

雨　

宮　

愼　

一

〒
150-

0044　

東
京
都
渋
谷
区
円
山
町
一
五
―
四

Ｋ
２
ビ
ル
３
Ｆ

	

〇
三
―
三
四
七
六
―
三
一
〇
一

	

〇
三
―
三
四
七
六
―
三
一
〇
三

新
美
容
出
版
株
式
会
社

	

代
表
取
締
役
社
長	

長　

尾　

明　

美

〒
106-

0031　

東
京
都
港
区
西
麻
布
一
―
一
一
―
一
二

	

〇
三
―
五
七
七
〇
―
一
二
三
〇

	

〇
三
―
五
七
七
〇
―
一
二
三
一

東
京
都
美
容
生
活
衛
生
同
業
組
合

	

理 

事 

長	

金

内

光

信

	
	

役

員

一

同

〒
151-

0053　

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
一
―
五
六
―
四

 

〇
三
―
三
三
七
〇
―
二
一
三
一

美
・
プ
ラ
ザ
協
同
組
合

	

理 

事 

長	

因

幡

有

	

　	

役

員

一

同

〒
151-

0053　

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
一
―
五
六
―
四

 

〇
三
―
六
二
七
六
―
三
二
一
〇

東
京
認
定
美
容
師
会

	

会 　

 

長	

鈴

木

則

子

	

　

 　	

役

員

一

同

〒
151-

0053　

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
一
―
五
六
―
四

 

〇
三
―
三
三
七
〇
―
四
七
四
四

東
京
美
容
家
集
団

	

会 　

 

長	

福

島

吉

範

	

　

 　	

役

員

一

同

〒
151-

0053　

東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
一
―
五
六
―
四

 

〇
三
―
三
三
七
九
―
〇
五
五
五

パ
シ
フ
イ
ッ
ク
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

	

代
表
取
締
役	

中

村

政

晴

〒
113-

0033　

東
京
都
文
京
区
本
郷
一
―
二
二
―
三

	

〇
三
―
三
八
一
六
―
二
一
三
一

丸
大
食
品
株
式
会
社　

東
日
本
特
販
営
業
課

	

課　

長	

紺

野

幸

雄

〒
126-

0051　

東
京
都
江
東
区
枝
川
二
―
二
三
―
二

	

〇
三
―
三
六
四
七
―
一
五
七
二

住
友
生
命
保
険
相
互
会
社

	

取　
　

締　
　

役

	

代
表
執
行
役
社
長	

橋

本

雅

博

〒
104-

8430　

東
京
都
中
央
区
築
地
七
―
一
八
―
二
四

	

〇
三
―
五
五
五
〇
―
一
一
〇
〇

「
熱
中
症
」は
、
高
温
多
湿

な
環
境
に
長
く
い
る
こ
と
で
、

徐
々
に
体
内
の
水
分
や
塩
分

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温

調
節
機
能
が
う
ま
く
働
か
な

く
な
り
、
体
内
に
熱
が
こ
も

っ
た
状
態
を
指
し
ま
す
。
屋

外
だ
け
で
な
く
室
内
で
、
な

に
も
し
て
い
な
い
と
き
で
も

発
症
し
、
救
急
搬
送
さ
れ
た

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
死
亡

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

熱
中
症
に
つ
い
て
正
し
い

知
識
を
身
に
つ
け
、
体
調
の

変
化
に
気
を
つ
け
る
と
と
も

に
、
周
囲
に
も
気
を
配
り
、

熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

予
防
法

◎
暑
さ
を
避
け
る

室
内
で
は
…

・�

扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
で
温

度
を
調
節

・�

遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
、

打
ち
水
を
利
用

・�

室
温
を
こ
ま
め
に
確
認

外
出
時
に
は
…

・�

日
傘
や
帽
子
の
着
用

・�

日
陰
の
利
用

・�

こ
ま
め
な
休
憩

・�

天
気
の
よ
い
日
は
、
日
中

の
外
出
を
で
き
る
だ
け
控

え
る

か
ら
だ
の
蓄
熱
を
避
け
る
た

め
に
…

・�

通
気
性
の
よ
い
、
吸
湿

性
・
速
乾
性
の
あ
る
衣
服

を
着
用
す
る

・�

保
冷
剤
、
氷
、
冷
た
い
タ

オ
ル
な
ど
で
、
か
ら
だ
を

冷
や
す

◎�

こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す

る室
内
で
も
、
外
出
時
で
も
、

の
ど
の
渇
き
を
感
じ
な
く
て

も
、
こ
ま
め
に
水
分
・
塩
分
、

経
口
補
水
液
（
水
に
食
塩
と

ブ
ド
ウ
糖
を
溶
か
し
た
も

の
）
な
ど
を
補
給
す
る

熱
中
症
の
症
状

○�

め
ま
い
、
た
ち
く
ら
み
、

手
足
の
し
び
れ
、
筋
肉
の

こ
む
ら
返
り
、
気
分
が
悪

い
○�

頭
痛
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、

倦
怠
感
、
い
つ
も
と
様
子

が
違
う

重
症
に
な
る
と
︰
○
返
事
が

お
か
し
い
、
意
識
消
失
、

け
い
れ
ん
、
か
ら
だ
が
熱
い

【
参
考
：
厚
労
省
Ｈ
Ｐ
ほ
か
】

◇　
　
　

◇　
　
　

◇

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

川
﨑　

琴
さ
ん（足

立
北
支
部
）

（
平
成
28
年
５
月
17
日
）

飯
野
良
郎
さ
ん（足

立
南
支
部
）

（
平
成
28
年
６
月
１
日
）

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
か
ら
の
情

報
に
よ
れ
ば
最
近
、
電
話
の

故
障
を
装
い
、
電
話
機
の
購

入
を
迫
る
悪
質
な
訪
問
販
売

の
事
例
が
あ
り
、
十
分
注
意

し
て
ほ
し
い
、
と
の
こ
と
。

同
社
は
、
故
障
修
理
で
訪

問
し
た
際
に
は
現
金
で
支
払

い
を
求
め
る
こ
と
は
無
い
の

で
、
こ
の
よ
う
な
訪
問
販
売

に
騙
さ
れ
な
い
よ
う
気
を
付

け
る
。
万
一
、
不
審
な
電
話

訪
問
販
売
が
あ
っ
た
場
合
は
、

身
分
証
明
書
の
提
示
を
求
め
、

会
社
名
・
氏
名
・
住
所
・
連

絡
先
電
話
番
号
な
ど
を
確
認

す
る
。
ま
た
、
被
害
に
あ
っ

た
場
合
は
、
最
寄
り
の
警
察

署
ま
た
は
住
ま
い
の
自
治
体

の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
連

絡
・
相
談
す
る
よ
う
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。

電話修理を
装った

訪問販売

ご注意！これからがピーク

熱中症

予防のために…

月
の
後
半
に
は
梅
雨
も
明

け
、
日
差
し
が
強
く
気
温
は

急
に
あ
が
る
。
夕
立
が
来
て

雷
が
鳴
り
、
七
月
は
急
に
忙

し
く
な
る
。
海
水
浴
場
に
登

山
、
ひ
と
仕
事
終
わ
っ
て
シ

ャ
ワ
ー
を
浴
び
、
出
来
る
限

り
の
薄
着
に
な
り
冷
蔵
庫
か

ら
取
り
出
し
た
冷
え
た
ビ
ー

ル
を
喉
が
痛
く
な
る
ま
で
一

気
に
飲
み
干
す
。
誰
に
も
遠

慮
す
る
こ
と
な
く
、
だ
だ
茶

豆
を
続
け
ざ
ま
に
２
、３
個

口
に
入
れ
、
何
を
考
え
る
で

も
な
く
残
り
の
ビ
ー
ル
を
も

う
一
息
、
そ
こ
で
我
に
返
る
。

30
秒
程
の
沈
黙
の
後
、
新
た

に
注
い
だ
ビ
ー
ル
を
も
う
一

口
飲
む
が
最
初
程
の
う
ま
さ

は
も
う
感
じ
な
い
。
ふ
と
思

い
出
し
、
行
き
付
け
の
小
料

理
屋
に
で
も
ふ
ら
っ
と
行
っ

て
み
よ
う
か
な
。
車
海
老
の

姿
盛
り
に
マ
グ
ロ
と
イ
カ
の

刺
身
、
白
魚
と
三
つ
葉
を
海

苔
酢
で
和
え
た
も
の
が
さ

り
げ
な
く
出
さ
れ
る
。
こ
う

来
れ
ば
日
本
酒
に
限
る
。
も

ち
ろ
ん
浦
霞
の
常
温
。
揚
げ

物
は
芝
海
老
の
揚
げ
し
ん
じ

ょ
。
合
鴨
の
紙
焼
き
に
は
銀

杏
と
焼
き
葱
、
お
ろ
し
柚
子
。

今
日
は
こ
の
辺
で
い
い
で
す

よ
と
声
を
掛
け
る
が
浦
霞
は

二
杯
目
に
。
Ｇ
７
の
伊
勢
志

摩
サ
ミ
ッ
ト
に
出
さ
れ
た
料

理
に
は
少
し
負
け
る
が
、
湯

上
り
に
ち
ょ
い
と
出
か
け
て

来
た
小
生
に
は
贅
沢
す
ぎ
る

七
月
の
あ
る
一
日
で
あ
っ
た
。

又
忙
し
く
な
る
ぞ
。（

因
幡
）

東
京
認
定
美
容
師
会
（
鈴

木
則
子
会
長
）
主
催
の
５
月

の
「
サ
ロ
ン
繁
栄
勉
強
会
」

は
26
日
（
木
）
午
後
７
時
よ

り
美
容
会
館
２
階
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
エ
ア

ブ
ラ
シ
」。メ
イ
ン
テ
ー
マ
の

前
に
、
ビ
バ
リ
ー
ヒ
ル
ズ
で

活
躍
さ
れ
て
い
る
日
本
人
美

容
師
の
茂
木
彰
一
先
生
の
カ

ッ
ト
練
習
法
の
紹
介
が
あ
り

ま
し
た
。
体
全
体
の
動
き
を

マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
で
、
ウ

イ
ッ
グ
を
何
体
も
カ
ッ
ト

し
な
く
て
も
正
確
な
技
術

が
身
に
つ
く
と
い
う
も
の
で
、 you tube

で
も
世
界
中
で
閲

覧
さ
れ
て
い
る
練
習
法
を
実

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
「
エ
ア

ブ
ラ
シ
」
は
、
コ
ン
プ
レ
ッ

サ
ー
で
霧
の
よ
う
に
細
か
い

フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
を
地
肌

に
吹
き
付
け
る
こ
と
で
陶
器

の
よ
う
な
な
め
ら
か
な
仕
上

が
り
を
簡
単
に
実
現
で
き

る
こ
と
か
ら
、
芸
能
界
で
は

Ｎ
Ｏ
１
の
シ
ェ
ア
だ
と
い
う

ハ
リ
ウ
ッ
ド
エ
ア
・
エ
ア
ブ

ラ
シ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
吹
き

付
け
る
量
や
地
肌
と
の
距
離

を
調
整
す
る
こ
と
で
、
リ
ッ

プ
や
眉
な
ど
の
メ
イ
ク
も
施

術
で
き
、
ま
た
、
吹
き
付
け

る
だ
け
な
の
で
肌
を
摩
擦
で

傷
め
る
こ
と
が
な
い
と
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
Ｔ
Ｖ
な
ど
で
も
紹
介
さ

れ
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
と

の
こ
と
。
エ
ア
ブ
ラ
シ
は
サ

ロ
ン
で
顧
客
に
施
術
す
る
だ

け
で
な
く
、
お
客
様
に
も
販

売
す
る
事
が
で
き
る
店
販
商

品
と
し
て
活
用
す
る
事
が
出

来
ま
す
。

Ｂ
Ａ
東
京
組
合
員
は
、
導

入
に
当
た
っ
て
必
要
な
２
日

間
の
技
術
講
習
会
を
特
別
に

無
料
で
受
講
す
る
こ
と
が
出

来
ま
す
の
で
、
ご
興
味
あ
る

方
は
東
京
認
定
美
容
師
会
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
３-

３
３
７
０-

４
７
４
４

メ
イ
ン
テ
ー
マ
は

「
エ
ア
ブ
ラ
シ
」

サ
ロ
ン
繁
栄

勉
強
会
報
告
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ヘア＆着付の技術情報、美賠償・火災保険などの保険事業、
生活衛生融資、福祉美容サービスなど、この「BA東京
タイムス」をはじめとした組合の諸事業内容などがWeb
で見られます。毎月更新！…いますぐアクセスGOGO

お得な情報満載の…beauty-city.com
BA東京ホームページへアクセスGO！GO!!

無料経営相談室のご案内

指導センターの中小企業診断士が直接お店などに
伺いますのでお気軽にご相談、お申込みください。
売上げの工夫、お店の改装、資金繰りなど、

適切なアドバイスをします。

お申込み等詳細、お問合せについては下記まで。

（公財法）　東京都生活衛生営業指導センター　
渋谷区広尾５－７－１　電話03－3445－8751

職場の受動喫煙防止対策に助成金（厚労省・労働局）
■対象となる事業主は次のすべてに該当すること
①労働者災害補償保険（労災保険）の適用事業主
②常時雇用する労働者数１００人以下、資本金５, ０００万円以下
③事業場内において、措置を講じた区域外を禁煙とする事業主

■助成の対象となるものは
①一定の基準を満たす喫煙室の設置・改修
②一定の基準を満たす屋外喫煙所（閉鎖系）の設置・改修

■助成内容
・助成率　２分の１　　・上限額　２００万円

■詳しくは東京労働局まで　℡０３－３５１２－１６１６

８月月例会はお休みです！
ご注意下さい！

９月の月例会は、９月１日（木）です。
詳しい内容については、BA東京タイム
ス８月号でご確認下さい！

日
時
７月26日㈫
13：00～（予定）

会
場
美容会館９階

TBホール
会
費
会員無料、
ビジター3,000円

★ヘア：コンテスト2種目
　　　　浴衣メイクコンテスト／
　　　　浴衣アップスタイルコンテスト
★着付：・現代 “ＹＵＫＡＴＡ” ポップ＆ワイルド
　　　　　オトナゆかたの小粋な帯結び（男性編・女性編）：森居美和
　　　　・夏の装い：吉田多重美

スケジュール【予定】
●開場／12：30～
●浴衣アップスタイルコンテスト／13：00～
●浴衣メイクコンテスト／14：00～
●着付ステージ／15：00～
※ 出場選手の人数等の都合により、会場や内容及びスタート時間が変更になる場合が
ございます。

各種実技講習会のお知らせ
泫受講料について　M：TBA会員 /S：TBA会員の店の従業員 /V：ビジター

着　　　　付
◆着付け職種技能検定１級実技試験対応講習会
９月からはじまる実技に備えて今からlesson！
 日　時  ７月14日㈭、７月21日㈭　18：30～21：30
 受講料  M S V 一律20,000円
◆Ａコース街着【テキスト付】
つむぎ・小紋の着付け、名古屋帯、ポイント柄の決め方など内容充実の講
習となっております。
 日　時  ９月15日㈭、９月29日㈭、10月13日㈭　19：00～21：30
 講　師  当会着付部常任指導委員以上
 受講料  M 16,000円　S 18,500円　V 21,000円　

7月月例会のご案内及びコンテスト選手出場募集
７月の月例会は、７月26日㈫に美容会館９F TBホールで、昼間（13：00頃）
に開催します。内容はコンテスト2種目と着付ステージです。コンテスト出場
ご希望の方やお問合せ等は下記をご参照のうえ、TBA事務局までお願いします。
◆浴衣メイクコンテスト【人体競技】7/26㈫ 競技時間25分
テーマ（趣旨）：「浴衣メイク」という大きなテーマの中に自分の感性で自
由にデザインを構成する。また、独創的でクリエイティブな中にも、「浴
衣」「ヘアスタイル」「メイク」「アクセサリー」の調和を大切にしたトー
タルなバランスを審査します。
◆浴衣アップスタイルコンテスト【人体競技】7/26㈫ 競技時間25分
テーマ（趣旨）：「浴衣アップスタイル」という大きなテーマの中に自分の
感性で自由にデザインを構成する。また、独創的でクリエイティブな中に
も、「浴衣」「ヘアスタイル」「メイク」「アクセサリー」の調和を大切にし
たトータルなバランスを審査します。
※各種目共通　参加料：一律3,000円
参加資格：美容室に勤務している方、または美容学校に在学している学生
競 技 賞：賞状・副賞賞金・協賛商社賞などをご用意する予定です。

販売品のお知らせ
◆TBAオリジナルシザー
 定価  80,000円（税込）
 TBA会員価格  55,000円（税込）

TBA
NEWS

東京美容家集団
Tokyo Beautician Association

７月月例会の予定

平成28年
6月1日現在

被保険者数
23,064人

 
事業主組合員

3,061人

従業員組合員
14,548人

同一世帯家族
5,455人

　
「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」の

発
送
に
つ
い
て　

　

今
年
も
生
活
習
慣
病
予
防

の
た
め
の
健
康
診
査
（
特
定

健
康
診
査
）
を
実
施
い
た
し

ま
す
。
40
歳
以
上
の
方
を
対

象
と
し
た
無
料
の
健
診
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
自
身
の
健
康
状
態
の
把

握
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
健

康
診
断
を
す
る
こ
と
で
、
普

段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
身

体
の
内
部
の
状
態
に
つ
い
て

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
身

体
の
内
部
状
態
の
変
化
は
、

自
分
で
は
気
づ
き
に
く
い
も

の
で
す
。
見
た
目
に
判
断
が

難
し
い
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、

体
調
が
心
配
な
方
は
も
と
よ

り
、
今
元
気
な
方
も
、
こ
れ

を
機
会
に
受
診
を
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆ 

対
象
者
…
四
月
一
日
現
在

に
資
格
が
あ
り
、
40
歳
〜

74
歳
ま
で
の
方
。

　
（
四
月
一
日
以
降
の
加
入

者
に
関
し
ま
し
て
は
、
連
絡

を
い
た
だ
い
て
か
ら
の
送
付

に
な
り
ま
す
の
で
、
お
手
数

で
す
が
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。）

◆ 

発
送
時
期
…
受
診
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
居
住
地

域
か
ら
順
次
ご
自
宅
宛

に
発
送
し
て
お
り
ま
す
。

◆ 

有
効
期
限
…
平
成
二
十
九

年
一
月
末
日
ま
で
。

　

保
険
証
を
ご
返
却
後
（
脱

退
後
）
は
有
効
期
限
内
に
お

い
て
も
ご
受
診
い
た
だ
く
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
。

◆ 

健
診
機
関
…
受
診
券
と
同

封
の
一
覧
表
を
ご
覧
下

さ
い
。

※ 

ご
不
明
な
点
は
、
当
組
合

ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
。

「
会
場
型
健
診
」
の
お
知
ら
せ

　

会
場
型
の
特
定
健
診
（
会

場
型
健
診
）
と
は
、
通
常
の

特
定
健
診
の
検
査
項
目
に
加

え
、
大
腸
が
ん
検
査
が
追
加

さ
れ
て
い
る
、
お
得
な
健
診

で
す
。
よ
り
多
く
の
方
に
ご

利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
今

年
は
当
組
合
の
加
入
者
の
方

の
み
を
対
象
と
し
て
、
二
回

の
特
別
開
催
を
い
た
し
ま
す
。

詳
細
の
案
内
に
つ
い
て
は
、

特
定
健
診
の
受
診
券
に
同
封

し
て
郵
送
い
た
し
ま
す
。

◆ 

対
象
者
…
40
〜
74
歳
の
方

（
脱
退
後
は
ご
受
診
で
き

ま
せ
ん
）

◆
費
用
…
無
料

◆ 

日
程
…
平
成
二
十
八
年
十

月
四
日
㈫
／
平
成
二
十
八

年
十
一
月
八
日
㈫

◆
場
所
…
新
宿
三
井
ビ
ル

◆ 

申
込
方
法
…
フ
ァ
ッ
ク
ス

ま
た
は
郵
送
に
て
お
申

込
下
さ
い
。

※ 

定
員
に
な
り
次
第
し
め
き

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※ 

他
の
健
診
助
成
と
併
用
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

下
さ
い
。

前
期
高
齢
者
の「
高
齢
受
給

者
証
」が
更
新
と
な
り
ま
す

　

現
在
お
使
い
の
「
高
齢

受
給
者
証
」
の
有
効
期
限

は
、
平
成
二
十
八
年
七
月

三
十
一
日
で
す
。
八
月
一
日

か
ら
の
新
し
い「
高
齢
受
給

者
証
」は
平
成
二
十
八
年
度

（
二
十
七
年
中
所
得
）
の
所

得
証
明
書
類
で
一
部
負
担

金
割
合
を
決
定
し
、
七
月
末

頃
に
皆
様
の
ご
自
宅
に
郵

送
い
た
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
六
月

中
旬
に
お
知
ら
せ
を
発
送
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
く
お

読
み
の
う
え
、
所
得
証
明
書

類
を
早
め
に
国
保
組
合
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

書
類
提
出
の
最
終
締
切
は

七
月
八
日
（
金
曜
日
）
必
着

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◎ 

所
得
証
明
書
類
は
次
の
と

お
り
で
す
。

① 

平
成
二
十
八
年
度
市
町
村

民
税
・
都
道
府
県
民
税
納

税
通
知
書
の
コ
ピ
ー

② 

平
成
二
十
八
年
度
住
民
税

課
税
証
明
書
（
非
課
税
の

　

 

方
は
非
課
税
証
明
書
）
の

原
本

③ 

平
成
二
十
八
年
度
特
別
徴

収
税
額
通
知
書
の
コ
ピ
ー

◆ 

住
民
税
課
税
証
明
書
は
、

所
得
金
額
・
所
得
控
除
額

が
明
記
し
て
あ
る
も
の

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆ 

事
業
主
組
合
員
の
方
、
及

び
確
定
申
告
を
さ
れ
て
い

る
方
は
、
平
成
二
十
七
年

分
確
定
申
告
書
の
コ
ピ
ー

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

七
十
歳
未
満
の
方
の
高
額

療
養
費「
標
準
負
担
減
額
認

定
証
」が
更
新
と
な
り
ま
す
。

　

現
在
お
使
い
の
認
定

証
の
有
効
期
限
は
七
月

三
十
一
日
で
す
。
八
月
一
日

以
降
更
新
す
る
方
は
、
自
己

負
担
限
度
額
を
決
定
す
る

為
、
平
成
二
十
八
年
度
（
平

成
二
十
七
年
中
の
所
得
）
の

世
帯
所
得
の
判
定
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
当
組
合

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。


	001_006
	002-003
	004-005

